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災害資料を防災に生かす
自然災害情報室は、自然災害を記録する資料を専門に取り扱う部署です。
当室のミッションは、国内外の防災科学技術に関する研究や自然災害

　自然災害が発生した際に、過去の自

然災害の記録（以下、災害資料）から

被害の類似性や教訓が指摘される例

がたくさんあります。例えば、2011年の

東日本大震災では、869年貞観地震

津波や1611年慶長三陸地震津波が、

ほぼ同一の地域での津波と知られて

います。似たような極端な自然現象と

被害が繰り返し発生している事実は、

その場 所の自然 災 害リスクを示して

いると言えます。そのため 災 害 資 料

は、災害研究の上でとても重要です。 

　今回は、自然災害情報室が所蔵す

る災害資料から、1896年明治三陸津

波を記した資料を紹介します。「青森

県海嘯災害画報（図①）」は1896年8

月に出版されたもので、現在の青森県

八戸市、おいらせ町、三沢市の沿岸約

12㎞の地域を描いたものです（図②）。

　この資料には、青森県内の津波被

害状況を示した図、当時の地名、被災

者名を含む短い説明文が記載され、

マルチハザードリスク評価研究部門

特別技術員　鈴木 比奈子

 「解析」 今回のテーマ 災害発生から2ヶ月程度までの時期の

救 助の様 子や、被災した住 宅での生

活状況を知ることができます。この資料

を詳細に調査することで、描かれた場

所を比定することができました。

　図①は、現在のおいらせ町にある徳

永 稲 荷 神 社 付 近を描いたものです。

この絵の左上に描かれた高台の神社

が現在も残ります。描かれた被災家屋

は、標 高 4 m 程 度の場 所にあります。

一方、東日本大震災では、この付近の

浸水高は約0.8mと記録されています。

このことから、明治三陸津波は、東日

本大震災以上の津波高で、被害も大

きかったことが分かりました。つまり、

これらの地域では、東日本大震災だけ

でなく、明 治三 陸 津 波も想 定した防

災対策が必要になると考えられるの

です。

　このように、過去の絵や写真に残る

被災地域の記録が、将来の防災対策

へ生かされる可能性があります。

①①

②②

鈴木（２０２１）

自然災害情報室では 「収集」 「整理・保存」 「解析」 「提供・発信」を行っています。

収集 整理・保存

提供・発信 解析過去の災害資料から得られた知見の
解説、Web公開をしています。

資料から地域の防災力向上に役立つ情報を抽出する
ため、「災害と被害の実態」を解析。データベース
を構築しています。

活動のサイクル

1964年新潟地震の
液状化被害

当室書庫

自然災害情報室自然災害情報室

平時からの資料収集と災害直後にしか得られない情報を
デジタル・アナログ問わず収集しています。

災害資料に特化した独自分類を採用して、資料を
分類・整理しています。また、永続的なアーカイブ
のために、資料のデジタル化と積極的利用を図っ
ています。

灰色文献の例

DIL-OPAC

防災教育コレクション水害地形分類図デジタルアーカイブ

災害年表マップ 新潟地震オープンデータ
連携

災害資料アーカイブ機関との
経験の共有を図っています。
■ 災害資料アーカイブ機関連携ML

防災科研 機関リポジトリ

刊行物

■ 国内外の自然災害、防災科学技術研究に関する資料
■ 灰色文献、現地資料、被害情報
■ 災害空中写真、スナップ写真 など

1964年新潟地震

■ 所蔵資料データベース(DIL-OPAC)
■ 防災教育コレクション
■ 水害地形分類図デジタルアーカイブ など

■ 刊行物発行
■ 防災基礎講座
■ 防災科研 機関リポジトリ
■ 災害記念碑デジタル
　 アーカイブマップ
■ 地域防災Web など

■ 災害事例データベース
■ 1964年新潟地震オープンデータ
　 特設サイト など

の記録を集め、後世に残すこと、集めた資料を整理しデータベース化
すること、資料から得られた知見を次の災害に生かすために、専門家、
一般の市民の方問わず効果的に情報発信をすることです。そのため
に、長期的、継続的な災害資料のアーカイブを行っています。


